
１．気象情報関係
  ・今夏は平年より気温が高くなる見込みだが、具体的な上昇幅の予測は難し
  い。今後発表される1か月予報・2週間気温予想などを参照いただきたい。
２．河川情報関係
  ・洪水予報河川において氾濫発生情報が予測段階でも発表できるようになっ
た。なお、発表方法は従来どおりで変更はない。

３．道路情報関係
  ・多種多様な道路情報がある中、注目される効果的な発信を実施する方法に
ついては引き続き模索中であり、報道機関との意見交換を継続していきたい。

  ・道路CCTVのスクロール配信については、昨年のメディア協議会の意見を踏
まえ、10秒間隔から60秒間隔に変更されたことで、視聴者に場所などの説
明ができるようなり、伝わりやすさが向上した。

●日時 令和８年６月８日（月）１０：００～１１：３０
●場所 金沢河川国道事務所 ２階会議室 （Ｗｅｂ会議併用）
●参加団体 【メディア機関】

NHK金沢放送局、北陸放送、石川テレビ放送、
テレビ金沢、北陸朝日放送、エフエム石川、
北國新聞社、読売新聞

 【行政機関】
金沢地方気象台、石川県、
金沢河川国道事務所（事務局）

●議事次第  ・情報提供
（１）金沢地方気象台
・ 最新の３か月予報と新しい防災気象情報について
（２）金沢河川国道事務所
・ 新しい防災気象情報に関連した河川関係情報の変更点について

       ・ 防災、減災に向けた取組について
・ 昨冬の降雪対応について
・ 大雨による道路の通行止めについて
（３）その他

 ○意見交換

令和８年度 第１回 地域メディア連携協議会開催結果

近年の温暖化による災害の激甚化、頻発化が顕著となっている中で、国としても災害
から国民のいのちとくらしをまもるための防災・減災、国土強靭化を進めています。この
ようなハード対策とあわせて、地域のリスク情報などを関係機関やメディアとの情報共
有を通じて住民等への情報伝達を行い、速やかな行動に結びつけていただくため、情
報提供と意見交換を行いました。

第１回 地域メディア連携協議会の概要 各機関からの主な意見等

住民の理解と自らの行動につなげるための情報発信について
 メディア機関と共有・連携

・石川県内の洪水予報河川は手取川と梯川の２河川であるが、水位周知河川
が洪水予報河川になることはあるか。
・新しい洪水予報河川の指定は、データを蓄積し、シミュレーションを実施する
などの検討後が必要で各河川により状況は異なるが、省としては順次移行
を目指している。
・線状降水帯直前予測は、どれくらいの頻度で出る想定となっているか。
・線状降水帯直前予測は、２～３時間先の予測であり、的中率は５割程度と
なっている。
・防災気象情報の名称等が変わったが、発表方法は従来と変わらない。
・新しい防災気象情報について、レベル表記になったことで重要な情報である
とすぐにわかるようになった。
・道路CCTVのスクロール配信について、令和7年度第１回地域メディア連携
協議会の意見を踏まえ、10秒間隔から60秒間隔に変更されたことで、視聴
者に場所などの説明ができるようになった。
・災害など緊急時は情報がたくさんあり、伝える優先順位が記者の感覚となっ
ているため、一番伝えたい情報や早く伝えたい情報がすぐわかるようになる
と情報元と発信者の認識の違いがなくなると思う。
・防災気象情報をテレビで発信する際、レベル４がどのような状況であるかを
枕詞に、全国的に統一して発信している。
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